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令和４年度 事業報告

Ⅰ 協会活動の目的及び事業

１ 協会活動の目的

当協会は、林業土木事業に関し、技術の向上、経営基盤の強化等に関する事業

を行い、もって国土の保全及び地球環境の保全並びに林業土木事業の発展に寄与

する。

２ 活動の概要

令和４年度は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響等もあり感染症対策を

行いつつ規模を縮小するなどの工夫を行い事業計画に基づき定時総会や林業土木

技術者研修会、また、コンプライアンス講習会等の活動を展開した。

本年度は次の事項を重点的に展開した。

（１）林野公共事業を通じた国民生活への貢献

（２）継続的な所要の林野公共事業予算の確実な確保

（３）相次ぐ大規模災害被災地の早期復旧・復興に協力

（４）デジタル技術を活用した生産性の向上と業務の効率化の促進

（５）２０５０カーボンニュートラル実現に向けた路網整備への協力

（６ 「適正な利潤の確保」への取り組みと「働き方改革」の推進）

（７）労働災害防止、特に重大災害発生ゼロへの取り組み

（８）コンプライアンス活動への積極的な取組

（９）調査研究及び資料の収集

（10）普及、啓発及び広報について
（11）会員相互の連携と交流

Ⅱ 事業計画に基づく事項別概要

１ 林業土木技術者の養成及び研修

技術の研鑽・向上と労働災害の防止対策等を目的に、会員企業の協力のもとに

実施した。

（１）林業土木技術者研修会

11月10日（木 、秋田キャッスルホテル（秋田市）で開催し、会員企業の）

技術者等27名が受講した。

東北森林管理局の本間家正企画官から「公共工事等の適正な入札･契約 、」

また、Terra Drone株式会社の保木紀人氏と切替タケル氏から「BIM/CIMの為

のICTを活用した3次元測量」について講義をいただいた。

（２）林業土木技術者講習会（秋田会場）

令和５年２月15日（水 、公益社団法人森林･自然環境技術教育研究セン）

ター主催により秋田キャッスルホテル（秋田市）で開催され会員企業からは

37名が受講した。

公益社団法人森林･自然環境技術教育研究センターの上河潔事務局長から

「技術者倫理と継続教育（ＣＰＤ 、また、東北森林管理局玉舘力治山課）」

長から「東北森林管理局管内の治山事業の概要 、さらには秋田県立大学」

「 」木材高度加工研究所の野田龍准教授から 林業土木事業における木材利用
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について講義をいただいた。

（３）技術現地研修会

９月28日（水）～29日（木 、由利森林管理署管内で開催し、会員企業か）

らは技術者等27名が参加した。

、 、初日は鷹巣治山工事箇所で安全パトロールを実施後 安全協議会を開催し

安全パトロールの結果について意見交換を行った。また、森林管理局森林整

備部春日正人企画官から「労働安全確保に係る対策等について」講義をいた

だいた。

２日目は釜ヶ台林道新設工事箇所で技術現地研修会を開催後、室内研修会

を開催し、施工技術について意見交換を行った。また、東北森林管理局治山

課及び森林整備課の担当官から「治山･林道事業実行上の留意事項」につい

て講義をいただいた。

（４）林土連「技術現地研修会」

10月25日（火）～26日（水 、名古屋市おいて開催され、全国から145名、）

秋田協会からは10名が参加した。

初日の室内研修では「中部森林管理局の概要 「中部森林管理局の治山」、

事業の取組 「デジタル技術を活用した工事事例の紹介」について講義を」、

いただいた。

２日目の現地研修では名古屋城の見学と熱田神宮で参拝を行った。

（５ 「森林分野ＣＰＤ」の取組）

技術者の養成と技術の向上を図るため、公益社団法人森林･自然環境技術教

育研究センター(JAFEE）の認定を受けたプログラムによる研修等を実施する

とともに、技術者の個人会員への加入促進に努め、今年度は４社から４名の

新規加入があった。

２ コンプライアンス活動・社会貢献活動（森林ボランティア活動）

（１）コンプライアンス活動

①コンプライアンス委員会

10月５日（水 、協会会議室（秋田市）で開催し、令和４年度の事業計）

画を決定した。

②コンプライアンス講習会

11月10日（木 、秋田キャッスルホテル（秋田市）で開催し、会員企業）

からは27名が受講した。

東北森林管理局総務企画部の本間家正企画官から「公共工事等の適正な

入札･契約」について講義をいただいた。

③林土連「コンプライアンス講習会」

11月15日（火 、航空会館（東京都）で開催され、全国から44名、秋田）

協会からは３名が受講した。

公正取引委員会事務総局の及川崇氏から「独占禁止法の概要～独占禁止

法と入札談合を中心に～」について講義をいただいた。

（２）社会貢献活動（森林ボランティア活動）

①秋田駒ヶ岳登山道の整備作業

５月30日（月 、秋田森林管理署管内秋田駒ヶ岳焼森コース登山道（秋）

田県仙北市田沢湖生保内駒ヶ岳外４国有林）の整備に会員企業５社８名が
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参加した。

②「風の松原」東屋の階段補修と環境整備

６月１日（水 、米代西部森林管理署管内「風の松原 （秋田県能代市後） 」

谷地国有林）の階段補修と環境整備を会員企業３社７名が行った。

③夏休みを前に「仁別国民の森」などでボランティア作業

７月８日（金 、秋田森林管理署管内仁別自然休養林（秋田県秋田市仁別）

字務沢国有林）の刈り払い作業を会員企業10社22名が行った。

④夏休みを前に蔵王林道でボランティア作業

７月15日（金 、山形森林管理署管内蔵王林道（山形県山形市蔵王温泉熊）

野岳国有林）の刈り払い作業を会員企業13社37名が行った。

⑤国有林クリーンアップ活動

７月20日（水 、由利森林管理署管内田尻海岸及び水林海岸（秋田県由利）

本荘市水林国有林）の清掃作業に会員企業５社11名が参加した。

３ 労働災害の未然防止と指導

当協会では「労働災害防止、特に重大災害発生ゼロへの取り組み」を進め労働

災害の未然防止に努めた。

９月28日（水 、由利森林管理署管内で実施した安全パトロールと安全協議会）

には27名が参加した。また、12月14日（水 、秋田市内で開催した労働災害防止）

研修会には22名が出席した。さらに、11月15日（火 、東京都内で開催された林）

土連「労働災害防止研修会」には４名が参加した。

その他、労働災害防止の注意喚起のために、請負事業体等の災害発生に関する

情報や森林管理局や労働基準局からの文書の発出、また、労働災害防止ポスター

の配布を行った。

４ 情報収集及び施策提言

（１）施策提言

①「令和５年度当初予算」に関する要請

秋田県、山形県選出の衆議院議員に林野公共事業関連予算「令和５年度当

初予算」の確保について要請を行った。

10月14日（金）堀川会長が遠藤利明衆議院議員

11月15日（火）堀川会長と武茂副会長が金田勝年衆議院議員、遠藤利明衆

議院議員

②「２０２２治山･林道のつどい」で講演

11月16日（水）堀川会長が林土連を代表して、建設業界を取り巻く現状等

について訴えた。

（２）技術の向上及び労働災害防止対策の提言

林業土木事業に係る施工上の課題や設計積算の改善等提案事項について提

言を行った。

①技術担当者連絡協議会

12月14日（水 、秋田キャッスルホテル（秋田市）で開催し、会員企業か）

ら技術者等22名が出席した。

会員企業から提案のあった改善要望事項を東北森林管理局に提示し、意見

交換を行った。
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②林土連「技術担当者連絡協議会」

11月14日（月 、航空会館（東京都）において開催され、全国の協会から）

42名、秋田協会からは２名が出席した。

③治山・林道事業に係る意見交換会

12月21日（水 、山形国際交流プラザ（山形市）で開催し、林野庁、東北）

森林管理局･山形県内森林管理署から19名、秋田協会の山形県会員企業代表

等14名が出席し、８月の豪雨による被害の状況や災害復旧計画について意見

交換を行うとともに、当協会会長から早期発注、適正な工期の確保等につい

て要請を行った。

５ 調査研究及び資料の収集

会員企業の協力により「林業土木・木製構造物の経年変化に関する調査研究」

に基づき、今年度は平成22年度に施工され２箇所の調査を行った。

６月24日（金 、米代西部森林管理署管内（ 大開浜Ⅲ治山工事」秋田県能代） 「

市落合）において防風柵、また、７月６日（水 、秋田森林管理署管内（ 大作） 「

沢治山工事」秋田県秋田市仁別）において残存型枠の調査を実施した。調査は、

林土連から借り受けたピン打ち込機「ピロディン」により木質部分の強度測定を

行った。

６ 表彰の推薦･決定

（１）治山･林道工事コンクール表彰

令和４年度定時総会において、令和３年度東北森林管理局治山・林道工事

コンクールで優良工事として表彰された施工企業代表者に記念品の贈呈が行

われた。

（２）令和４年度林土連会長表彰

永年にわたり連合協会発展等に貢献し、発展に功績のあった者に贈られる

林土連会長表彰に株式会社門脇木材の門脇桂孝氏を推薦し、林土連の理事会

で決定され、令和５年２月16日（木）に開催された「令和５年度林土連定時

総会」において受賞された。

７ 普及啓発及び広報

「秋田林業土木協会会報」を２回、また、号外を１回発行するとともに、技術

情報の提供、労働安全の注意喚起等に努めた。

８ 会 議

（１）令和４年度定時総会

（ ）、 「 」 、令和４年４月27日 水 秋田市中通 秋田キャッスルホテル において

次の議案が全会一致で可決された。

第１号議案 令和３年度事業報告並びに決算の件

(参考) 令和４年度事業計画並びに予算の件

第２号議案 役員改選の件

（２）理事会

次のとおり５回開催し、定時総会に付議する事項の決定や議決した事項の
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執行等の会務運営を行った。

（第１回）令和４年４月６日（水 、協会会議室において、令和４年度定）

時総会及び関連行事について、また、令和４年度行事予定等につ

いて審議・決定された。

（ ） （ ）、 「 」第２回 令和４年４月27日 水 秋田市中通 秋田キャッスルホテル

において、令和４年定時総会等について審議･決定された。

（第３回）令和４年10月５日（水 、協会会議室において、令和４年度上）

半期事業報告･監査報告、技術・安全委員会実施計画等について

審議･決定された。

） （ ）、 「 」(第４回 令和４年12月14日 水 秋田市中通 秋田キャッスルホテル

において、技術担当者連絡協議会に提案する設計積算等の要望等

について審議･決定された。

（第５回）令和５年２月21日（火 、協会会議室において、令和５年度定）

時総会関連議案等について審議・決定された。

（３）三役会議

理事会に先立って開催し、業務執行並びに理事会の審議事項について協議

した。

（４）監事会

次のとおり２回、協会会議室において会計書類及び関係資料の監査を実施

した。

（第１回）令和４年４月６日（水 、令和３年度分（令和３年３月１日か）

ら令和４年２月28日まで）について監査を行った。

（第２回）令和４年10月４日（火）に令和４年度上半期分（令和４年３月

１日から８月31日）について監査を行った。

（５）コンプライアンス委員会

令和４年10月５日（水 、協会会議室において、令和４年度活動計画と社）

会貢献活動等について審議・決定された。

（６）技術･安全委員会

令和４年７月５日（火 、協会会議室において、令和４年度事業計画、労）

働安全対策、林業土木技術者研修会等について審議・決定された。
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（参考）
令和４年度 主な行事等

令和４年

４月６日 第１回監事会（協会会議室）

４月６日 第１回理事会（協会会議室）

４月27日 第２回理事会（秋田キャッスルホテル）

４月27日 秋田協会定時総会（秋田キャッスルホテル）

５月30日 秋田駒ヶ岳登山道の整備作業

６月１日 「風の松原」東屋の階段補修と環境整備

７月５日 技術・安全委員会（協会会議室）

７月８日 「仁別国民の森」等でボランティア活動

７月８日 蔵王林道等でボランティア活動

７月20日 本荘海岸林クリーンアップ

９月６日 林土連「第３回理事会 （東京都）」

９月７日 林土連「事務局長会議 （東京都）」

９月28日～29日 技術現地研修会（由利森林管理署管内）

10月４日 第２回監事会（協会会議室）

10月５日 第３回理事会（協会会議室）

10月５日 コンプライアンス委員会（協会事務局）

10月14日 令和５年度当初予算等の要請活動（山形県）

10月25日～26日 林土連「技術現地研修会 （名古屋市）」

11月10日 コンプライアンス講習会（秋田キャッスルホテル）

11月10日 林業土木技術者研修会（秋田キャッスルホテル）

11月14日 林土連「技術担当者連絡協議会 （東京都）」

11月15日 令和５年度当初予算等の予算要請（東京都）

11月15日 林土連「コンプライアンス講習会 （東京都）」

11月15日 林土連「労働災害防止研修会 （東京都）」

11月16日 「２０２２治山・林道のつどい （東京都）」

12月８日 林土連「第４回理事会 （東京都）」

12月14日 第４回理事会（秋田キャッスルホテル）

12月14日 労働災害防止研修会会（秋田キャッスルホテル）

12月14日 技術担当者連絡協議会（秋田キャッスルホテル）

12月21日 治山・林道事業に係る意見交換会（山形市）

令和５年

２月15日 林業土木技術者講習会（秋田キャッスルホテル）

２月16日 令和５年度林土連定時総会（東京都）

２月21日 第５回理事会（協会会議室）


